
（安定雇用実現コース）」のご案内

この助成金を利用した職業紹介を希望される場合は、下の２点が必要となります。

（求職者の方へ）
正規雇用労働者としての就業経験が少ない求職者の方へ

「特定求職者雇用開発助成金
（安定雇用実現コース）」のご案内

この助成金は、いわゆる就職氷河期に就職の機会を逃したこと等により十分なキャリア形成が
なされず、正規雇用労働者としての就業が困難な方を支援し、その就職を促進するため、対象者
を正規雇用労働者として雇い入れる事業主に対して支給されるものです。（平成31年４月～）

＜対象となる求職者＞ 下表①～④のすべてに当てはまる方が対象です
○ この助成金の対象となる求職者は、雇入れ日において①～④のいずれにも当てはまる方です。
平成31年４月１日以降に、ハローワークまたは民間の職業紹介事業者などの紹介によって新たに
正規雇用労働者（※）として雇用された場合、雇用した事業主に対して助成金を支給します。

（※）正規雇用労働者とは、以下の（ア）から（ウ）のいずれにも該当する者とします。ただし、一週間の所定労働時間が20時間以上30時間未
満である短時間労働者は除きます。また、正規雇用労働者について就業規則等において定められていることが必要です。

（ア）期間の定めのない労働契約を締結している労働者であること。
（イ）所定労働時間が同一の事業主に雇用される通常の労働者の所定労働時間（週30時間以上）と同じ労働者であること。
（ウ）同一の事業主に雇用される通常の労働者に適用される就業規則等に規定する賃金の算定方法および支給形態、賞与、退職金、休日、定

期的な昇給や昇格の労働条件について長期雇用を前提とした待遇が適用されている労働者であること。

～ この助成金を利用した職業紹介を希望する場合 ～

１.「対象者確認票」を記載し、職業紹介をうける窓口に申し出てください。（裏面参照）
この助成金の対象者であるかどうかの確認は、裏面の「特定求職者雇用開発助成金（安定
雇用実現コース）対象者確認票」により行います。確認票の「確認事項」について、内容
をよくお読みいただいた上で、ご記入・ご提出をお願いします。

２. 紹介時、求人事業主に対象者となる可能性があることを伝えます。ご了解ください。
この助成金を利用した職業紹介を希望される場合、紹介の際に「特定求職者雇用開発助成
金（安定雇用実現コース）の対象者となる可能性がある」ことを求人事業主に伝える必要
がありますので、ご了承ください。※ 紹介時に伝えない場合、事業主に助成金が支給されません。

○ 助成金の利用にあたっては、このリーフレットに掲載している要件の他にも、条件などがあります。
詳しくは、都道府県労働局またはハローワークにお尋ねください。

厚生労働省・都道府県労働局・ハローワーク LL310401開若03

① 雇入れ日時点の満年齢が35歳以上60歳未満の方
▶支給対象期の第１期目（雇入れ日の直後の賃金締切日の翌日から６か月）及び第２期目
（同12か月）の途中で定年に達する方は対象となりません。

② 正規雇用労働者として雇用された期間を通算した期間が１年以下であり、雇入れの日の
前日から起算して過去１年間に正規雇用労働者として雇用されたことがない方

③ ハローワークまたは民間の職業紹介事業者などの紹介の時点で失業状態にある方
▶１週間の所定労働時間が20時間以上またはそれと同等の業務に従事する自営業者等について
は失業の状態にあるとは認められません。

④ 正規雇用労働者として雇用されることを希望している方



（裏面）


